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川
崎
市
の
国
際
環
境
協
力

川
崎
市
経
済
労
働
局
・
環
境
局

●
は
じ
め
に

　

川
崎
市
の
国
際
環
境
協
力
の
取
り
組

み
は
、
平
成
一
三
年
か
ら
推
進
し
て
き

た
「
国
際
環
境
特
別
区
構
想
」
に
端
を

発
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
、
川
崎
臨

海
部
の
空
洞
化
が
全
市
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
た
平
成
九
年
に
、
川
崎
臨
海

部
全
体
を
対
象
に
環
境
と
産
業
の
調
和

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
エ
コ
タ
ウ

ン
構
想
を
策
定
し
、
こ
の
構
想
に
基
づ

く
川
崎
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
工
業
団

地
（
平
成
一
四
年
全
面
稼
働
）
を
整
備

す
る
な
か
で
、
既
存
産
業
の
高
度
化
等

と
と
も
に
、
臨
海
部
の
立
地
企
業
の
有

す
る
優
れ
た
環
境
技
術
を
、
ア
ジ
ア
地

域
な
ど
へ
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
国
際

貢
献
を
実
現
し
、
川
崎
臨
海
部
の
再
生

を
目
指
す
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
平
成
一
五
年

か
ら
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国
際
連
合
環
境
計

画
）
と
の
連
携
が
始
ま
り
、
平
成
一
七

年
に
は
第
一
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
エ
コ

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
平
成
二
一
年

か
ら
は
、「
川
崎
国
際
環
境
技
術
展
」

を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
国
際
的
な
環

境
の
取
り
組
み
を
幅
広
く
国
内
外
へ
情

報
発
信
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
環
境
技
術
を
活
か
し
た

国
際
貢
献
の
動
き
と
し
て
、
現
在
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

●
都
市
間
連
携
を
活
用
し
た
国
際

協
力
事
業
の
展
開

　

本
市
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
―
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｃ

（
国
連
環
境
計
画
国
際
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー
）
と
平
成
一
八
年
以
来
共
催
し
て

い
る
「
エ
コ
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

事
業
」
等
を
通
じ
て
醸
成
し
て
き
た
マ

レ
ー
シ
ア
国
ペ
ナ
ン
州
お
よ
び
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
バ
ン
ド
ン
市
と
の
連
携
・
協

力
関
係
に
基
づ
き
、
国
際
協
力
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
は
、

二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（Joint 

Crediting M
echanism

：
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）

の
枠
組
み
を
活
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

　

川
崎
発
の
環
境
技
術
を
ノ
ウ
ハ
ウ
や

知
見
と
一
体
的
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
化
に
よ
り
深
刻
化
す
る
環
境

問
題
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
も
寄
与
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」
の
実

現
を
目
指
す
。

●
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
工
業
用
地
公

団
（
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
）
で
の
環
境

制
度
モ
デ
ル
へ
の
支
援

　

本
市
は
、
平
成
二
四
年
六
月
に
富
士

通
㈱
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
、
現
在

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
事
業
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
当
時
富
士
通
は
、
経
済
産
業

省
の
委
託
事
業
に
工
業
団
地
の
エ
コ
化

に
関
す
る
提
案
が
採
択
さ
れ
、
事
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
て
い

た
。
し
か
し
、
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、

本
市
が
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た

経
験
や
そ
の
過
程
で
培
っ
た
す
ぐ
れ
た

環
境
・
発
生
源
監
視
技
術
、
さ
ら
に
工

場
へ
の
規
制
・
指
導
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
不
可
欠
と
の
判
断
か
ら
本
市
に
協
力

を
要
請
し
た
。
本
市
に
と
っ
て
も
、
環

境
技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
う
え
で
良

い
機
会
と
捉
え
、
事
業
の
推
進
会
議
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
環
境
監
視
技
術

や
規
制
・
指
導
な
ど
環
境
行
政
に
詳
し

い
職
員
を
同
国
に
派
遣
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

同
年
一
一
月
に
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
三
工
業
団
地
を
視
察
し
環
境
対
策

の
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
本
市
が
対 サウジアラビア支援（提供：川崎市）
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策
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
や
工
場
へ

の
監
視
・
指
導
等
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
発
表
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二

五
年
三
月
に
、
富
士
通
は
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｎ

と
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用

に
関
す
る
契
約
を
直
接
締
結
し
た
こ
と

か
ら
事
業
が
加
速
し
、
平
成
二
六
年
二

月
に
は
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
の
幹
部
職
員
が
来

日
し
、
福
田
市
長
の
表
敬
に
訪
れ
た
ほ

か
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
環
境
技

術
展
を
見
学
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
川
崎
市
の
間
に
は
深

い
絆
が
生
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
四
月
に
は
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ

Ｎ
の
若
手
管
理
職
が
来
日
し
、
工
場
の

公
害
対
策
技
術
や
監
視
・
指
導
に
つ
い

て
多
く
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
ま
た
、
本
市
か
ら
は
同
年
六
月
に

職
員
が
同
国
の
工
業
団
地
を
視
察
し
助

言
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
富
士
通
と
一
緒
に
同
国
の

工
業
団
地
で
の
環
境
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
上
海
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　

本
市
と
上
海
市
と
は
、
こ
れ
ま
で
上

海
環
境
会
議
（
平
成
一
九
年
上
海
市
で

開
催
）
の
共
催
や
平
成
二
〇
、
二
一
年

度
の
経
済
産
業
省
調
査
「
川
崎
―
上
海

と
の
地
域
間
連
携
を
活
用
し
た
循
環
型

経
済
の
構
築
支
援
事
業
」
を
通
じ
て
、

環
境
技
術
・
施
策
交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

平
成
二
二
年
二
月
の
「
川
崎
国
際
環

境
技
術
展
二
〇
一
〇
」
で
は
、
こ
う
し

た
交
流
を
踏
ま
え
、
今
後
の
環
境
技
術

交
流
を
継
続
す
る
た
め
「
川
崎
市
と
上

海
市
浦
東
新
区
と
の
循
環
経
済
発
展
に

向
け
た
相
互
協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を

締
結
し
て
い
る
。

　

こ
の
覚
書
に
基
づ
き
、
平
成
二
二
年

か
ら
は
、
川
崎
市
と
上
海
市
と
の
間
で
、

「
上
海
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
環
境

セ
ミ
ナ
ー
や
川
崎
市
内
企
業
と
上
海
企

業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
上
海
市
浦
東

新
区
や
上
海
市
環
境
保
護
局
の
行
政
担

当
者
を
川
崎
市
に
迎
え
入
れ
、
環
境
産

業
施
策
等
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
二
五
年
二
月
の
「
川
崎

国
際
環
境
技
術
展
二
〇
一
三
」
で
は
、

上
海
市
交
通
大
学
と
「
川
崎
市
と
上
海

交
通
大
学
と
の
低
炭
素
社
会
や
循
環
経

済
社
会
の
実
現
に
関
す
る
覚
書
」
を
締

結
し
、
同
年
七
月
の
上
海
ミ
ッ
シ
ョ
ン

派
遣
時
に
は
、
上
海
市
環
境
保
護
局
長

と
「
循
環
経
済
社
会
の
実
現
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
す
る
な
ど
、
更
な
る
交

流
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
海
市
と
よ
り
深
い

交
流
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
上
海
市
と
の
環
境
技
術
交
流
に
つ

い
て
、
省
エ
ネ
・
環
境
技
術
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
人
材
交
流
に

関
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

川
崎
市
の
国
際
環
境
協
力
の
取
り
組

み
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
川
崎
臨
海
部

の
再
生
を
目
指
す
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な

取
り
組
み
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
ア

ジ
ア
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

川
崎
臨
海
部
の
空
洞
化
は
、
昭
和
六

一
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
円
高
と
い
わ

ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
に
よ
る
市
内
産
業
の

海
外
進
出
の
活
発
化
が
主
な
原
因
で
あ

る
。
全
国
に
先
駆
け
て
総
量
規
制
を
盛

り
込
ん
だ
川
崎
市
公
害
防
止
条
例
の
公

布
（
昭
和
四
七
年
）
以
降
も
、
市
内
事

業
所
は
、
市
内
で
操
業
を
続
け
な
が
ら

様
々
な
技
術
的
対
応
を
図
っ
て
き
た
。

　

そ
こ
に
、「
工
業
都
市
川
崎
」
と
し

て
の
基
盤
を
失
う
こ
と
な
く
公
害
問
題

に
取
り
組
み
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環

を
生
み
出
し
て
い
る
川
崎
の
特
徴
が
あ

る
。

　

そ
う
し
た
川
崎
の
取
り
組
み
や
環
境

技
術
を
世
界
に
発
信
し
、
国
際
貢
献
を

果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
前
述
し
た
取

り
組
み
の
ほ
か
に
も
、
本
市
の
友
好
都

市
で
あ
る
瀋
陽
市
か
ら
は
、
平
成
九
年

以
降
、
環
境
保
護
局
職
員
を
中
心
に
環

境
技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
市
内
企

業
の
協
力
に
よ
る
環
境
技
術
の
現
場
視

察
や
環
境
行
政
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
本
市
の
国
際
環
境
協
力
を

含
め
た
「
環
境
技
術
・
産
業
を
活
か
し

た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ
の
創

造
」
を
目
指
す
環
境
の
取
り
組
み
は
、

平
成
二
六
年
五
月
に
策
定
し
た
「
川
崎

市
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

方
針
」
の
な
か
で
取
り
ま
と
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
こ
の
方
針
の
推

進
体
制
と
し
て
、
新
た
に
事
業
者
や
関

係
団
体
な
ど
を
緩
や
か
に
つ
な
ぐ
ク
ラ

ス
タ
ー
を
設
立
し
、
川
崎
に
蓄
積
さ
れ

た
環
境
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

上海ミッション（提供：川崎市）


